
あなたとＪＡをむすぶ'|胄報誌
'２０００、０ 

椿がしパつ =鞠2，■月０１ＳＯ２ 

女』腱部新年恒例会が和気あいあいと開催きれました。
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｜
月
一
一
十
一
一
日
由
農
協
大
会
議
室
に
お
い
て
、
女

性
部
新
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
部
員
問

の
意
見
交
換
や
交
流
の
場
を
つ
く
る
事
を
目
的
と
し

た
新
年
会
が
計
画
さ
れ
、
役
員
、
支
部
長
が
集
ま
り

準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

横田女性部長

高橋組合長の祝辞
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し係食タでｌｆｌｚ火しでｒ
人作へ１１１Ｍ午が鯉席た忠定今
れりとｌｌｌｌ会ｌｉｉｊ災をも｡ささ１１１’
てゼ移藤。｝い１２心「ｌよれの
くりりり（ｉｌ１ｊ－､ＩＭＩ配懸Ⅱて斬
れＩま」ミ術ｌｌｉｌＦ艦りさの礎いイド
たやしよ勝、人八れ変をま会
iLIi部たり義横に｝ま史変しは
けＬｉｏＮｌＬ組１１１１１Ｍ／くしに虹た、
６さテ離合純（ｌｉｉ人たよしが911
のん１を災子さのがりて、初
な連ブい、部オＬ＃|ｊ、、１)ＨｉＭｊ三
どかルた沖１をまよい'１参催１１１
Mくらにだ攻のし、Ｈ加さの一
りのはきセ挨た関は荷れ大Ⅱ
だ雄、会ン拶゜係、のま雷に

（ 
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ミ
レ
ニ
ア
ム
一
一
○
○
○
年
の
元
気
は
女
性
か
ら

ｻﾞ鯛
卜山

上
手
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で

み
ん
な
も
大
爆
笑

》,

…
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ｌＶをが作々しツシ

,に灘織:iiiｚ；鱗
スは、るＩ仮た出た、プ会まと
、、部こ光、Ilii｡|ＩＩＬのすな
手ドユとさ水し午ハｉｒは１１.り
典ラたされ’：てｌｉｉｌ打、’ｉ
,１１１１イちで、ｌⅡ１１いはa1iijと和
、フのき地、た、噸、’な気
ケラヨま城額だョえよつあ

４７２椒級葛iilｲ！こ；半Ｊ

､、

つ゜と製Ｉｉ：家雰パひい
くうぼの品業巴もワとと
｜ﾗｼ交な所の光１つ会
コワヨ流どで．〃笈アぼ締

鍵

ン
、
カ
ス
テ
ラ
、
パ
ン
な
ど
ア
イ
デ
ィ
ア

あ
ふ
れ
る
お
店
が
肱
ぴ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
」
も
に

ぎ
わ
い
を
兄
せ
て
い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
入
会
で
は
、
「
ジ
ャ
ン
ボ
幅
わ

ら
い
」
、
「
■
人
羽
織
」
、
「
ジ
ェ
ス
チ
ャ

１
ゲ
ー
ム
」
な
ど
を
行
い
、
終
始
笑
い
の

絶
え
な
い
難
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ミ
レ
ニ
ア
ム
の
〈
Ｊ
年
、
一
犯
気
パ
ワ
ー
の

風
は
農
村
女
性
か
ら
吹
き
そ
う
で
す
。

当鰹支部のみなさんはチームワークで
すてきな作品を故多く出店

｢森の家｣の皆さん､ありがとう＝さいます
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第２２回中標津町表彰式
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町
の

抑 ■ 

竺二Ｉ

に
咀
人
Ｓ
団

”宍

人
町乎

臺薩】

琴白、

第
一
一
十
一
一
回
中
標
津
町
表
彰
式
が
一
月
十
八
日
、
同
町

総
合
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
社
会
、
経
済
、
教
育
な
ど

の
発
展
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
＋
九
人
、
’
一
一
団
体
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

中
標
津
町
農
協
か
ら
は
、
自
治
貢
献
賞
に
西
垣
丈
夫
氏

が
新
出
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

〈
自
治
貢
献
賞
〉

西
垣
丈
夫
氏

昭
和
六
十
二
年
七
月
か
ら
平
成
十
一
年
七
月
ま
で
＋
｜
｜

年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
中
標
津
町
農
業
委
員
会
委
員
と

し
て
、
本
町
農
業
の
振
興
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

を

４ 

蕊



一厨四匹－．
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肥により、 iir確iliLよう

北根室地区農業改良普及センター
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灘繍;#たしもｌｉｌＲ

命1iii蝋護,[蝉
亡ト

デー雨化
瀧
部
磯
堆
蝋
纈
国
見
信
雄

Ｉ 
､ 

－－、
戸甸も一､

llf 
■ぬ

雲
霧 I 

md昌
一｡

P 

7F､｣9 

致今い教のがらＩｉｌＩｉイド
し後午まえ儒想のとも’'１
ま共はすて様いＩＭした機
す、ＩＸｒｏ項と１１｝かてっ（'１
゜ご腱きのさく就てｌｌｌＪ
指交、父れ゛ｊＭｉし農
導材今流まそしま脇
のを１１のすしまいに
程１１１にＩ'１･てしま砿
よ、'１‐ｉｉでそ厳たし職
ろしつ農のしがたし
してた協後か、・て
くいもの、つ，譜人既
おまの１１：組た光Ⅲに
噸すと,ｌｉ什指イ1ヤ授こ
いが忠をＬｉ導力、Ｗｉ｝

Ⅲ
岡
部
憐
腱
盗
材
撫
高
東
邦
男

ご｛ へ

｛『▲

一E=ｳﾞﾖ南

几戸
蜀UＬ戸司▼… 『
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勤続20年を迎えて

す忠標せき十ドだしこ
゜い津ノしんずイミ･パきいおとお
まをと｡、だイ瓜く礼が陰
す源のｗｉｉポⅡザ今つ，,，でを
のす｝'１１進什，、かしきも
でＰｌｆ会’１ケ貝一共の，ｚまち
、のいI()Ｉ令と済部げしま
立なをにノガしＩｉｌ,Ｌ響またし
しいノ〔（よのて沙をすこて
くよ切ｊＬ）i)ｉ橘外維｡と、
おうにＭｎ：，､」係験を＿二
願頑しが地Ｌ－さ粁十
い帳、はがてうせ雛イド
致’）』な肥おイてに勅
したＡせ梶リブい感め
まく１１までまアた謝る

播
皿
部
化
〈
折
那
千
葉
亘
子

■Ｋｒ■も

、二

竜＝ﾃﾞﾉﾉ１１ｋ 

比 ,/イ

ロム

の以つ↑)↑近すで折合Ｚ
で－ｋ今てに感乳゜き弊ｊｌｌ・こ
よ(二後いよじ’|匙まを②イ1二の
ろ労もるりるｉｉｉｊしい梼を度
し力農：!|「、１#流たた様迎、
くし脇で孔はセリドだをえ’'１
おて職す』卜、ンをき始るＭＮ
噸い１１°のｉｉｌｌタ）'j［、めりｆｉｌ４
いきと耐什｜〈無、が’'１１
致たし川上１にお１Ｆ〉上／'１農
しいてイl芒１１１１勅礼に￥l1i米ｌｊＩｊ
まと、数々勝’'1鋤のまIMI｛
す思いがのししめ〃し典
･いま鯨大てｌそる々たと
まま<唖、げ’１Fの・し
すでを縫雌まがご組て

ｸﾞｰ、

蕊

化
確
部
帝
雌
販
允
撫
永
島
一
男

ｑ 

■ 

□ 

二（

白

た少多卜までノ;ｉＩｌ１，か年て’'１１かfiiMlL
lIliのし〈ク１，ｉす＝あ付人ら・Ｉ・家勤ら人業Ｕ

:瓢｣鵯wIH鯛IYiii蕊鰄哩
OえｻﾞしかWiIミ’1Tは鰹繩緋協糊を

蝋蕊蝋i
lliii鯨瞥糾鮒測耀～で；態lR1[olLiilli紗イ灘ｌＬ

化
虚
部
餅
腱
＃

《寮へ

森
重
初
男

た紅［べ至り勢乳改災
し茶場き〉|ミにＩＩＩｉノ|'［澱
ま'卜のツナし姿も人イｓ
す乳lKiノＪまねドｌｉ綱法

oZii鋪ｉｔ鮪ｌｌｉ
ｉ悲耀誌
Ｔｆァすの、兄と､Ｉｆｆ

ｋｌ１２織雑
，mii，卜乳応,,昨ｉＩｊ炎る
ぱL瀧艸ｉ＄

噸
、
と
し
て
杵
様
方
の
ご
指
導
を
い
た

だ
き
、
勤
続
二
十
年
を
迎
え
る
鞭
が
Ⅲ
来

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
巾
し
Ⅲ
げ
ま
す
。

今
後
と
も
衿
様
の
ご
指
導
と
共
に
頑
張

り
ま
す
の
で
、
徹
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

￣ 

化
雌
部
鵬
雁
販
光
朏
苫
米
地
昇

､ 

1４ 
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「
廸
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一一
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ＪＡ根室地区女性協議会

●●●鯵巫・1

r￣ｉｌｌ 
肱可

【・鑓．

活動を求めて Ｉ 白
ロ
ー
》

／ ／ ／／ 

－
１
 

ｌｈ１で↑「発環労ポムルエで海窄よ＃１１帳の
がは起わな境勵ジにで,ＨＬス１)'１逆知り二研室二

|ノブ艘了ifl聴粥はii1T蝿iiii'MiL隙洲
５；のいスつ、でしミ性パオし､':架へ日行次の
てシシま力の起はまニフルた付沢。、わ性１１

１iii義L繊麩薫織蝿難
解2カボ耐繊弱,<・噂'|iiiは鮮鰍

Ｈ 

１ 
ヒ

ト
八
Ⅱ 

､ 

己石

＝： 

２円可

』
新しくて析新なスタイルの作蕊衣参糎蕊

期
日
２
月
ｍ
日
日
毎
年
２
月
第
３
日
曜
日
開
催

会
場
開
陽
台
牧
場
内
特
設
コ
ー
ス

受
付
及
び
車
検
午
前
９
時
犯
分
～
加
時
釦
分

開
会
式
午
前
扣
時
釦
分

競
技
開
始
午
前
ｎ
時

参
加
資
格
学
生
、
社
会
人
、
家
族
、
友
人
な
ど
の
チ

ー
ム
で
編
成
し
、
職
種
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。

（
高
校
生
以
下
の
学
生
に
つ
い
て
は
保
護
者
の

同
意
書
が
必
要
で
す
。
）

競
技
内
容

［
タ
イ
ム
ア
タ
ッ
ク
部
門
］

◎
競
技
規
程
が
あ
り
ま
す

。
ス
タ
ー
ト
と
ゴ
ー
ル
間
の
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。

［
デ
ザ
イ
ン
・
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門
］

（
Ａ
・
高
校
生
以
上
一
般
、
Ｂ
・
小
中
学
生
以
下
）

◎
参
加
し
た
全
ソ
リ
を
対
象
に
審
査
し
ま
す
。

◎
ソ
リ
及
び
選
手
の
服
装
の
デ
ザ
イ
ン
、
ア
イ
デ

ィ
ア
、
ユ
ニ
ー
ク
さ
及
び
ア
ピ
ー
ル
を
審
査
員

の
得
点
で
競
い
ま
す
。

問
い
合
せ
先
開
陽
館
（
小
木
ま
で
）

ず
４
１
２
３
６
０

第
但
回
廃
陽
台

自
作
ソ
リ
大
谷
雪

1.5 



第23回

馬鈴“振興

対策協議会

定期総会
樋,i,縫凰ﾘ,綻添f合濡馳M2鯛l11l活繊１１Ｍ腱1111千

己溌i蕊譲蕊

会
員
相
互
の
力
を
結
集
し
、

安
定
経
営
を
目
指
し
て

ん｡◎
原岐二で'進ので･
腸後）]んⅡ１，選ん
鈴に１１１粉が川原
し安{１J［衿に馬

,罐|荊綿f

護繊；
で挨凧いうたれ榊

臘騨蠣｡､成
鰕珪鯰

F￣ 

－誼＝

豆一一一

賜鈴糾坂興対筑協離合

１１１１２３回

定期総会

鰹箪
■￣■I 

’ 
｡ 

11i蕊:,i1鑿!#i;！鑑 蕊’１イ１１けへ
と指ノノ:れ￣
ししのぱな
てて力など
|Ｍ１いをら、
全く結なｌＲ
とｊ１ｆ集い要
しをしイドを
ま｜Ｍ１、でi離
し公安あ趣
た挨定ｌ）解
･拶経、決
の憐会し
耐を１tな

毎面■藍
》一辮一

｢と、

￣■ 

Ｚ 
咄■

llijli襲澆癖i直iliiii-‘
■ 

ました案ilMi進な蝉人にン弁がん標
し、今祈・灸場考役り入り催Ｍｉ芹松ＩｌＭ菜津平
た活イ1三朧朧liilj会役て－姿ｊｌまさ、砺料リヤｌＩＩＩＭ:４１２火成
・lIi力も会１１が政旦改しれ釿の所及会さ１瞳全一}
しよ！lＰＩＦ腱１ミ水でを選た、し西）ｉｊｒセ」をれ振談こ
てリ認決選に。炎い'１１，(ｆ」ミンのま興室年
い－.1'４名述松さだ出つ流１｛敬かタ技し会に－
〈ルド野趣ｌｌｌｌｌ１れさしいを業造ら]拶た第て）］

雛iIi識ｉｉＭｈｉｉ
ｌｉ:の
を′１２雫尚１１［
雌j艦・優弘＝
，認ｌｆ１Ｉヘヘーヘ
ＬＬｌｌｊｌｌｊ折ｌｌｊ
Ｗ｛を任任征ＩＩＥ

鵠』し暫虐膿醗ｆ蝋鯉ｉｉ会［１－－－￣
し脂

生産の向上を
目指して活動

第23回

中標津町農協てん菜
生産振興会定期総会

「

■ 

1６ 



暮
ら
し
の

キッチンの

知恵知
⑰ 

「

恩 北根室地区農業改良普及センター

'し

冬
に
は
、
あ
つ
あ
つ
の
鍋
料
耶
に
欠
か

せ
な
い
土
鍋
で
す
。
ｈ
鍋
の
底
を
水
に
濡

ら
し
た
ま
ま
、
強
火
に
か
け
た
り
す
る
と
ひ

び
剛
れ
の
原
凶
に
も
な
り
ま
す
。
取
り
扱
い

に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
て
ｒ
さ
い
。

も
し
、
ｆ
鍋
に
ひ
び
が
入
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
牛
乳
を
入
れ
て
弱
火
で
黙
る
と
、

ひ
び
を
ふ
さ
ぐ
役
Ⅱ
を
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
上
鍋
を
使
う
と
き
は
、
米

の
と
ぎ
汁
を
入
れ
て
蹴
る
と
、
ひ
ぴ
削
れ

の
ｒ
防
仁
な
り
ま
・
す
。

▼
フ
ラ
イ
パ
ン

う
っ
か
り
火
に
か
け
て
お
い
て
、
焦
げ

つ
い
て
し
ま
っ
た
フ
ラ
イ
ハ
ン
。
た
わ
し

で
ゴ
シ
ゴ
シ
こ
す
っ
て
も
な
か
な
か
き
れ

そ
ろ
え
て
お
き
た
い
調
理
用
具

あ
な
た
の
キ
ッ
チ
ン
に
．
鍋
は
何
個
あ

り
ま
す
か
。
「
魚
を
焼
く
」
「
野
擢
を
妙

め
る
」
、
「
茶
碗
然
し
を
作
る
」
、
「
コ
ロ
ッ

ケ
を
揚
げ
る
」
「
か
ぼ
ち
ゃ
を
織
る
」
、
「
パ

ン
ケ
ー
キ
を
焼
く
」
…
。
笈
は
や
ろ
う
と

思
え
ば
、
こ
れ
だ
け
の
こ
と
は
、
ち
よ
つ
し
｜

深
め
の
ふ
た
つ
き
フ
ラ
イ
ハ
ン
が
あ
れ
ば

で
き
ま
す
。

腿
い
Ⅲ
典
選
び
の
唯
木
は
、
「
扱
い
や

す
く
」
「
Ｆ
入
れ
が
簡
叩
」
で
、
「
い
ろ
い

ろ
な
川
途
に
使
え
る
」
こ
と
。
あ
れ
も
こ

れ
も
と
フ
ル
装
備
で
調
理
川
乢
〈
を
そ
ろ
え

て
も
、
絲
川
使
う
の
は
、
人
小
二
つ
の
鍋

と
フ
ラ
イ
ハ
ン
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
。
で
き

る
だ
け
雅
川
で
使
い
、
本
当
に
必
典
な
も

の
だ
け
そ
ろ
え
る
の
が
、
優
い
Ｅ
姉
へ
の

第
一
歩
で
す
。

台
所
用
品
の
お
手
入
れ
方
法

▼
土
銀

T＝可

▼
包
丁

使
い
終
わ
っ
た
後
、
ふ
き
ん
で
水
分
を

よ
く
ふ
い
て
お
か
な
い
と
、
す
ぐ
に
さ
び

つ
い
て
し
ま
う
色
ｒ
ｏ
そ
の
ま
ま
使
う
と
、

野
菜
を
切
っ
た
と
き
、
さ
び
の
兇
い
が
移

っ
て
し
ま
う
の
で
川
り
ま
す
。

ゴ
シ
ゴ
シ
た
わ
し
で
磨
い
て
も
、
な
か

な
か
濃
ち
な
い
や
っ
か
い
な
さ
び
。
そ
こ

で
、
人
桜
の
切
り
Ⅱ
に
ク
レ
ン
ザ
ー
を
つ

い
に
瀞
ち
ま
せ
ん
ね
ｃ

そ
ん
な
と
き
は
、
フ
ラ
イ
パ
ン
に
塩
を

少
し
入
れ
て
か
ら
妙
り
ま
す
。
あ
と
は
、

キ
ッ
チ
ン
タ
オ
ル
な
ど
で
ふ
き
と
る
よ
う

に
す
る
し
｜
、
フ
ラ
イ
パ
ン
の
焦
げ
つ
き
も

き
れ
い
仁
と
れ
ま
す
。

,Tf鳶、ｖ
ｖ
 

や気

弱火で

け
て
蠕
く
だ
け
で
、
が
ん
こ
な
サ
ビ
も
術

恥
に
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
ガ
ラ
ス
食
器
の
曇
り
止
め

例
え
ば
、
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
。
す
ぐ
に
汚

れ
た
り
、
鶴
っ
た
り
す
る
の
で
Ｐ
入
れ
が

少
し
伽
倒
で
す
ね
。

酢
と
蝋
を
使
え
ば
、
グ
ラ
ス
の
汚
れ
も

難
り
ら
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

方
法
は
簡
巾
。
塩
に
酢
を
加
え
て
こ
す

り
つ
け
て
、
乾
い
た
ふ
き
ん
で
キ
ュ
ッ
、

キ
ュ
ッ
と
磨
く
だ
け
。
ピ
カ
ピ
カ
の
肺
さ

を
と
り
も
ど
し
ま
す
。ｖ
と
轤
布

北
Ⅱ 

喪
1７ 
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一一遷薑篝豐|衝 掌種焚訪年率

墨墨塞護i鰻１１雲急襲塗 力
投
で
ナ
イ
ス
プ
レ
ー
連
発
で
す

乳
価
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う

Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
年
部
幹
部
研
修
什
年
部
良
岡
部
達
也

三三三二二鼻ぃ
シ』

、

劉籔
糠

ＴＩＩ 

￣鶴
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目
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部私受案はよ上１乳の’|ﾕ技らまｆｉ
以一け＝、ｌ）の（|||ｉ参￥い゛「はし長
の人ま・ホ少以,ｌ、加乳と膿た・
iiiiのしヒクし場環が製葱林。桧
を参た』|含したの境あ品兄ノ|（「
おＪ１111.乳ン伝ノ!；’１１１１）ＩｉＩＩＬ交産代

惚ｒｍｌ：ｔ;力ii禦洲雛ｉｉｉ
した元文たこあた地がおと
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<青葉会会員募集ノ〉

旅行・和紙エ芸教室・パークゴルフなど楽しい

行事がいっぱい。一緒に楽しみませんか？

（女性部本部の行事にも参加できます）

お問い合せＪＡ経営企画課までず(2)３７２１

〆容勇

可
．□ 

￣ 

■●●●●●Ｓ●●●●●ＧＣ●●●●●●●●●●●●●ロ●●●●●●●●｡●0

人事異動のお知らせ2,,3,,付

災Ⅲ)」前鍵励後氏紺

憐膿部長》[獅
維憐企lIlMLLミ

渡部弘道 購買部長

営農部長兼務
経営企画課長

'{罐抓及畑義政

富田恵一 lMiifY部長生蔭部長

管理部金融課長
兼務金融係長

符nK部金融係｣ミ奥田哲
今年もたくさん楽しむ～ね

1８ 

霧氏名 奨励後 ｣ALI)」前

渡部弘道 購買部長
隣膿部艮派務

総憐企lIlM1腿

畑義政
営農部長兼務

経営企画課長
'{='埴郁及

富田恵一 産部長 111職【部長

奥田哲
管理部金融課長

兼務金融係長
杵､11部金融係1２



第
十
回
理
事
会
の
経
週
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、てrli付’'１各｜ス巡盗つ偵組共就議場Ⅱ
平標Ｚ１$標極スタ、村･い務今済業事所時
成ｉ二|r業ilL交契ン修課て係貝焼規項
十１N「に町金約ド理貨証安穏則ｖ１'１』１２
－艇つ農のにの了|Ｉ物委絡のの標成
年協い協惜つタの卓託の一変津卜
度乳て77入いイリの『１１変部吏ＩＩｌＪ－
で贋（Ｊi’てヤＩリ込吏変に農年
ん改ル込チス｜に仁奥つ協十
粉藩クにエ奥ス伴つにい’'’二
T：共クつン約契ういって会ｎ
場励｜いジに約出てい瀧二
操全うてヤつに麦て室十
業にＩ｜いつ轍上
経つ等のてい１１ロ

１月の組合曰誌

７日一般業務開始

過
及
び
共
什
仮
渡
金
額
と
概
算
加
ｒ
料
の

証
解
｛
廷
に
つ
い
て

ト
ー
、
平
成
１
年
度
吐
く
計
で
ん
粉
精
算
に
つ

い
て

卜
三
、
乳
製
品
委
託
加
工
契
約
に
つ
い
て

十
川
、
牛
乳
冷
却
貯
蔵
施
設
貸
付
規
程
の
改

正
に
つ
い
て

〈
協
議
事
項
〉

「
平
成
十
二
年
度
か
ら
の
で
ん
原
出
荷
体

制
に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

『
ス
チ
ー
ル
サ
イ
ロ
の
固
定
資
産
課
税
対

象
除
外
の
〃
法
に
つ
い
て

二
、
畜
産
物
安
全
確
保
緊
急
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

事
業
に
つ
い
て

三
、
北
海
道
酪
農
強
化
対
策
徴
に
つ
い
て

Ⅲ
生
乳
生
産
疫
定
化
対
策
躯
業
の
返
戻
に

つ
い
て

五
、
娠
乳
生
産
状
況
に
つ
い
て

六
、
上
地
利
川
型
酪
農
推
進
取
業
の
奨
励
金

に
つ
い
て

七
、
Ｊ
Ａ
斜
叺
で
ん
粉
ｒ
場
へ
の
試
験
川
荷

10日女性部支部長会議

１２日酷対乳質向上委員会及び環
■￣ 

境整備委員会合同会議

第10回青年部役員会

13日乳牛改良同志会役員会

14日第５回酪対役員会

15日第４回役員協議会

てん菜振興会騨杳､４役会議

17日第５回熟年会役員会

乳牛改良同志会役員会

てん菜振興会役員会

18日第１回青年部役員選考委員会部１回青

19日馬鈴しよ振興会役員会振興０ 

結
果
に
つ
い
て

八
、
化
食
、
加
矼
、
種
了
脇
鈴
し
よ
、
及
び

大
根
、
ビ
ー
ト
の
実
統
に
つ
い
て

几
、
平
成
卜
．
年
度
生
ク
リ
ー
ム
襟
滞
要
拡

大
嚇
業
に
係
る
奨
励
金
に
つ
い
て

開
催
Ⅱ
時
平
成
十
「
年
一
Ⅱ
三
十
一
Ⅱ

開
催
場
所
巾
標
津
町
農
協
中
会
磯
室

〈
決
議
事
項
〉

『
各
祁
安
金
の
備
入
申
込
に
つ
い
て

二
、
平
成
ト
ー
年
度
鴬
艇
計
画
供
給
認
定
に

つ
い
て

三
、
生
産
基
盤
整
術
交
金
、
農
機
型
〈
ロ
ー
ン
、

自
動
本
ロ
ー
ン
の
茂
付
金
利
の
変
災
に
つ

い
て

四
、
平
成
卜
二
年
度
凧
点
指
導
組
待
貝
、
指

導
組
合
員
（
案
）
に
つ
い
て

凧
、
ス
ラ
リ
ー
単
の
繰
上
償
却
と
ス
ラ
リ
ー

21日第６回営農委員会

第
十
一
回
理
事
会
の
経
過

回

24日てん菜振興会定期総会菜１

25日第４回管理購買委員会

26日第８回生塵委員会

乳牛改良同志会役員会 〆■月

27日第７回営農委員会回営農

馬鈴しょ振興会総会し“辰

28日青年部消費拡大委員会

31日第１１回理事会
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ク共舗業いいぃテ（'）奨係係りに.い定
シ済覗のてててム資励るる’つ宿て及
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・
三
個

、

憾し鬘吉髪一枚の孚真

乙
記
壼
宕
毎

昭和40年代初期

客土事業で上土の泥炭腐殖土を取った

後の、川砂利で地元の道路補修のため

馬撤しているところ。

（26線17号上附近）
忽守、

写真･文提供房川喜延氏

ｏ
棚
動
、
丑
舗
樗
耳
顛
絲
誌
。
溢
叩
◎
舗
験
、
熊
藤
侍
圏
製
浅
薄
日
勤
論
、
櫓
‐
呂
扇

・
引
卓
へ
Ｙ
・
巴
璽
、
蚕
丑
中
Ⅷ
卓
へ
Ｙ ㎡
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